
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 理容美容専門学校西日本ヘアメイクカレッジ 
設置者名 学校法人いわお学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

衛生専門課程 

理容科 
夜 ・

通信 
1,050 時間 160 単位時間  

美容科 
夜 ・

通信 
1,050 時間 160 単位時間  

プロスタイリス

ト科 

夜 ・

通信 
1,280 時間 135 単位時間  

（備考） 

プロスタイリスト科については、令和 3年度より昼間に変更予定 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_syllabus_jitumu.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

 

学校名 理容美容専門学校西日本ヘアメイクカレッジ 
設置者名 学校法人いわお学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_directors_list.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2019 年 4月 

～ 

2021 年 3月 

経営に関する助言 

非常勤 会社役員 

2019 年 4月 

～ 

2021 年 3月 

教育・生徒募集 

に関する助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 理容美容専門学校西日本ヘアメイクカレッジ 

設置者名 学校法人いわお学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書は、毎年、新年度の授業科目毎の講師体制決定後の 1～3 月に、

既存の授業計画書をベースに、教育課程編成委員会の意見や教科書の改訂等

の事情を考慮しながら、新年度分を決定する。 

年度初めの授業において、説明を実施し、生徒の理解を得る様に努めるとと

もに、ホームページ上に授業計画書を公開している。 

授業計画書の公表方法 

ホームページ上に公開 
https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_syllabus_riyou.pdf 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_syllabus_biyou.pdf 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_syllabus_Pribi.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各科目、毎学期末に試験を実施し、試験結果をもって厳格かつ適正に評価し、

単位を与えている。 

試験に不合格だった場合は、あらかじめ告知した追試日程に向け、補講の形

で合格点に達するまで指導を行い、全員が単位を取得できる様、努めている。 

また、学期毎に担任・副担任が生徒への個別面談を実施し、学習意欲や生活

態度に変化が無いか、注意を払う様、心がけている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

試験結果に基づき、科別、学年別、科目別に GPA を算出し、分布状況をホー

ムページ上に公開している。 

前述の様な追試に向けた指導や個別面談においては、GPA を参考に目標ライ

ンの設定やランク別の指導を行っている。 

評点については、学期毎に学期末試験の結果、出席状況等を総合的に評価し

て採点し、通知表により生徒、保護者に伝達している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ上に公開  

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_gpa.pdf 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

全科目において評価が 3以上であることを必須とし、最終的に校長、学年主

任、担任、事務局長で構成する卒業判定会議の議を経て決定する。 

評価は、原則として期末試験の点数に応じて決定し、状況によっては授業態

度や出席状況を加味する場合もある。 

但し、いずれの科目も出席率が 100%であることが必要であり、補習を行う

ことで欠課時間数を補うことができるが、出席率 50%未満の場合は補習の実

施如何に関わらず、評価を受けることができない。 

尚、試験結果が 60 点（評価 3）に満たない場合は、追試により評価を得るこ

とは可能である。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

・入学時説明会で本人・保護者に公表 

・ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_syllabus_r

iyou.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 理容美容専門学校西日本ヘアメイクカレッジ 

設置者名 学校法人いわお学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_balance_sheet.pdf 

収支計算書又は損益計

算書 

ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_syushi.pdf 

財産目録 
ホームページ上に公開 
https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_zaisan.pdf 

事業報告書 
ホームページ上に公開 
https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_b_report.pdf 

監事による監査報告

（書） 

ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_a_report.pdf 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 理容科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 2,010 単位時間 

 

680 
単位時間 

120 
単位時間 

1,210 
単位時間 単位時間 単位時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140 人 71 人 人 13 人 8 人 21 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

理容師養成施設指定規則に定める課目に則り、卒業時に国家資格取得を目指すととも

に、現場との連携を密にし現場で求められる即戦力の育成につながる内容を盛り込ん

でいく。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

試験結果に基づき、科別、学年別、科目別に GPA を算出し、分布状況をホームページ

上に公開している。 

前述の様な追試に向けた指導や個別面談においては、GPA を参考に目標ラインの設定

やランク別の指導を行っている。 

評点については、学期末試験の結果、出席状況等を総合的に評価して採点。 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

全科目において評価が 3 以上であることを必須とし、最終的に校長、学年主任、担

任、事務局長で構成する卒業・進級判定会議の議を経て決定する。 

評価は、原則として期末試験の点数に応じて決定し、状況によっては授業態度や出席

状況を加味する場合もある。 

但し、いずれの科目も出席率が 100%であることが必要であり、補習を行うことで欠

課時間数を補うことができるが、出席率 50%未満の場合は補習の実施如何に関わら

ず、評価を受けることができない。 

尚、試験結果が 60 点（評価 3）に満たない場合は、追試により評価を得ることは可

能である。 

学修支援等 

（概要） 

担任、副担任、学年主任体制により、日頃の学生の態度や変化にきめ細かい注意を払

うとともに、できるだけ多くの教職員が関わることで、相談のしやすさ・相手を選べ

る環境を創っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 39 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

39 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

理美容業界（理容師、エステティシャン、グルーミニスト等） 

（就職指導内容） 

アンケートや個別面談を通じ、各人の希望を把握し、関連企業が運営する理美容サロン

のポータルサイトや就職支援サイトを活用し、校友会サロンを中心にマッチングを図る。

応募先決定後は、過去のデータも活用し、個別面接指導を中心に入社試験対策を行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理容師国家資格（受験者 39 名 合格者 27 名 合格率 69.2%） 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  72 人 5 人  6.7％ 

（中途退学の主な理由） 

学校生活不適応、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任、副担任、学年主任体制により、日頃の学生の態度や変化にきめ細かい注意を払

い、折に触れ個別面談を行うとともに、保護者との連携を密にし、場合によっては保

護者を交えた三者面談を実施している。また、退学希望であっても退学後のビジョン

が明確でない場合等には、可能な限り休学を勧め、復学の道を残す様、心がけている。 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 美容科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 2,010 単位時間 

 

680 
単位時間 

120 
単位時間 

1,210 
単位時間 単位時間 単位時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240 人 190 人 人 17 人 18 人 35 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

美容師養成施設指定規則に定める課目に則り、卒業時に国家資格取得を目指すととも

に、現場との連携を密にし現場で求められる即戦力の育成につながる内容を盛り込ん

でいく。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

試験結果に基づき、科別、学年別、科目別に GPA を算出し、分布状況をホームページ

上に公開している。 

前述の様な追試に向けた指導や個別面談においては、GPA を参考に目標ラインの設定

やランク別の指導を行っている。 

評点については、学期末試験の結果、出席状況等を総合的に評価して採点。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

全科目において評価が 3 以上であることを必須とし、最終的に校長、学年主任、担

任、事務局長で構成する卒業・進級判定会議の議を経て決定する。 

評価は、原則として期末試験の点数に応じて決定し、状況によっては授業態度や出席

状況を加味する場合もある。 

但し、いずれの科目も出席率が 100%であることが必要であり、出席率 50%未満の場合

は補習の実施如何に関わらず、評価を受けることができない。 

尚、試験結果が 60 点（評価 3）に満たない場合は、追試により評価を得ることは可

能である。 

学修支援等 

（概要） 

担任、副担任、学年主任体制により、日頃の学生の態度や変化にきめ細かい注意を払

うとともに、できるだけ多くの教職員が関わることで、相談のしやすさ・相手を選べ

る環境を創っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 88 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

78 人 

（88.6％） 

10 人 

（11.4％） 

（主な就職、業界等） 

理美容業界（美容師、アイスタイリスト、ネイリスト、美容部員等） 



  

（就職指導内容） 

アンケートや個別面談を通じ、各人の希望を把握し、関連企業が運営する理美容サロン

のポータルサイトや就職支援サイトを活用し、校友会サロンを中心にマッチングを図る。

応募先決定後は、過去のデータも活用し、個別面接指導を中心に入社試験対策を行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

美容師国家資格（受験者 87 名 合格者 79 名 合格率 90.8%） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  178 人 28 人  15.7％ 

（中途退学の主な理由） 

学校生活不適応、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任、副担任、学年主任体制により、日頃の学生の態度や変化にきめ細かい注意を払

い、折に触れ個別面談を行うとともに、保護者との連携を密にし、場合によっては保

護者を交えた三者面談を実施している。また、退学希望であっても退学後のビジョン

が明確でない場合等には、可能な限り休学を勧め、復学の道を残す様、心がけている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 プロスタイリスト科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

夜間 1,700 単位時間 

 

375 
単位時間 

15 
単位時間 

1,310 
単位時間 単位時間 単位時間 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 58 人 人 13 人 8 人 21 人 

  ※令和 3年度より昼間に変更予定 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

高校卒業後、理美容サロンに就職した者に対し、サロンに従事するためのマナー・接

客術に加え、特に国家資格を必要としない施術（ヘッドケア、ネイルケア等）を中心

とすることで、習得した技術をすぐに職場で活かすことのできる環境を提供し、日々

の仕事に対する自信を養わせるとともに、職場における自身の役割や担当すべき業務

を明確に示すことで、職場での居場所確保とやりがいを養成し、定着率の向上や技術

取得への更なる意欲の向上を図る。 

 

 

 



  

成績評価の基準・方法 

試験結果に基づき、科別、学年別、科目別に GPA を算出し、分布状況をホームページ上に

公開している。 

前述の様な追試に向けた指導や個別面談においては、GPA を参考に目標ラインの設定やラ

ンク別の指導を行っている。 

評点については、学期末試験の結果、出席状況等を総合的に評価して採点。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

全科目において評価が 3 以上であることを必須とし、最終的に校長、学年主任、担

任、事務局長で構成する卒業・進級判定会議の議を経て決定する。 

評価は、原則として期末試験の点数に応じて決定し、状況によっては授業態度や出席

状況を加味する場合もある。 

但し、いずれの科目も出席率が 2/3 以上であることが必要であり、出席率 50%未満の

場合は補習の実施如何に関わらず、評価を受けることができない。 

尚、試験結果が 60 点（評価 3）に満たない場合は、追試により評価を得ることは可

能である。 

学修支援等 

（概要） 

担任、副担任、学年主任体制により、日頃の学生の態度や変化にきめ細かい注意を払

うとともに、できるだけ多くの教職員が関わることで、相談のしやすさ・相手を選べ

る環境を創っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

0 人 

（0％） 

16 人 

（100％） 

（主な就職、業界等） 

理美容業界（高校卒業後、理美容サロンに就職した者が入学対象である） 

（就職指導内容） 

既に理美容サロンに就職した者が学ぶ科であり、就職指導は必要としない。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理容師国家資格（受験者 6名 合格者 5名 合格率 83.3%） 

美容師国家資格（受験者 2名 合格者 2名 合格率 100%） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  61 人 15 人  24.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（勤務先理美容サロンの退職） 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任、副担任により、日頃の学生の態度や変化にきめ細かい注意を払い、折に触れ個

別面談を行うとともに、勤務先サロンとの連携を密にし、場合によってはサロンオー

ナーを交えた三者面談を実施している。 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

理容科 40,000 円 
936,000 円 

（468,000 円） 
1,054,000 円  

美容科 40,000 円 
936,000 円 

（468,000 円） 
1,154,000 円  

プロスタイリスト科   40,000 円 
900,000 円 

（300,000 円） 
1,215,000 円 

 

修学支援（任意記載事項） 

・本来、半期払いのところを希望者には日本学生支援機構奨学金の貸与を条件に月次分 

割払いにも対応している。 

・理容科、美容科各学年 5名を上限に特待生として授業料 100,000 円を免除する。 

※令和 3 年 4 月入学生より改定予定（別紙添付） 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_hyouka.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者評価委員会の提言を踏まえ、学校運営や教育活動等ガイドラインの各評価

項目について改善する等により、学校の「質」の向上を図ることを基本方針とする 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

 

日本理美容協同組合 

2020 年 4月 1日～ 

2022 年 3月 31 日 

 

企業等委員 

 

アクティブグループ 

2020 年 4月 1日～ 

2022 年 3月 31 日 

 

企業等委員 

 

株式会社 NAVI 

2020 年 4月 1日～ 

2022 年 3月 31 日 

 

企業等委員 

 

株式会社ダリア 

2020 年 4月 1日～ 

2022 年 3月 31 日 

 

企業等委員 

 

株式会社スマートスタイル 

2020 年 4月 1日～ 

2022 年 3月 31 日 

 

企業等委員 

 

ジュピター野田店 

2020 年 4月 1日～ 

2022 年 3月 31 日 

 

卒業生 

 

株式会社 ZENON 

2020 年 4月 1日～ 

2020 年 3月 31 日 

 

卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 



  

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/wp-

content/themes/nhc/download/information/r01_hyouka.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ上に公開 

https://www.nhc.ac.jp/info-disclosure/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


